
シチズングループでは、「環境配慮型製品」への取り組みを

進めています。開発段階から多項目の環境製品アセスメントを

実施し、「省資源・省エネルギー」「再資源化（リユース・リサイク

ル）」「長期使用性」「環境保全性（有害化学物質管理）」「環境情

報の提供」「包装材」などの評価基準をすべて満たした製品を

環境配慮型製品に認定しています。2008年度からは、さらに

厳しい視点でアセスメントを実施する「スーパー環境配慮型製

品」の評価基準を設けて取り組みを進めています。

2007年度は、新規モデルの環境配慮型製品率80％の目標

に対して88％となりました。2008年度は新規モデル環境配

慮型製品率100％をめざします。

LCA（Life Cycle Assessment）とは、資源採取から製造・

流通・使用・リサイクル・廃棄に至る“製品のすべてのライフサイ

クル”を通じて、投入した資源やエネルギーと排出された物質の

量などを計上し、環境に及ぼす各種の環境負荷を定量的に評価

する手法です。

シチズングループでは、環境負荷の把握と低減を促進するた

め、製品の企画検討、設計変更、工程改善などにLCAデータを

算出して活用することをめざし、2007年度からは、LCA手法を

より有効に本格活用するための検討を開始しました。

シチズングループは、環境負荷の少ない製品、部品、原材料

などを優先的に購入するグリーン調達活動を進めています。そ

の基準は、「グリーン調達基準書」としてWEBサイトに公開して

います。2006年度にはRoHS指令（電子・電気機器中の特定6

物質−鉛、カドミウム、水銀、六価クロム、PBB、PBDE−の使用

を制限するEU指令）の発効に伴い化学物質管理基準を改訂し

ました。

2007年度の国内のサプライヤー数は前年より13社増え

て566社になり、サプライヤー調査も継続して実施していま

す。調査は、ABCDの4ランクで評価する「取引先評価システ

ム」を活用しています。このうち、BCDとなったサプライヤーに

対しては、ランクアップを要請するとともに、相談窓口を設置し

てサポートしています。

2007年度は、お客様の要求事項が異なるなか、できるだけ

基準書に沿って同じ運用ができるよう注力しました。今後は、

REACH規則（化学物質の登録、評価、認可および制限に関する

規則、2007年6月発効）へのスムーズな対応を目標に据える

とともに、JAMP（化学物質情報をサプライチェーンのなかで

円滑に開示・伝達するための仕組みをつくり、普及させるための

業界の活動組織）に加入して、化学物質情報をスムーズに伝達

していく標準システムの確立に協力していく考えです。

2006年7月にEUでRoHS指令が施行されたことを受け

て、シチズングループは、2007年度に調達品の受け入れチェッ

クを強化するとともに、リスクの高い納入品を明確化するため

のチェック手順を策定するなどしてRoHS指令遵守状況の確認

に注力しました。

シチズングループでは、製品を構成する部品ごとに規制物質

が含まれていないことを確認するため、サプライヤーから「非含

有保証書」を入手していますが、規制6物質は部品中に安定剤や

難燃剤、顔料などとして含まれている場合があるため、自ら蛍光

X線分析装置を用いて分析しているほか、外部分析機関に依頼

して規制物質が含有されていないことを確認しています。

また、2007年6月に発効したREACH規則への対応として、

「登録の要否の確認」「成形品に関する要求事項の明確化とグ

ループ展開」「購入品の化学物質含有情報集計システムの導入

準備」を進めました。

規制物質含有検査

新規モデルにおける環境配慮型製品の割合の推移
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シチズングループは、製品が環境に与える影響を強く認識し、
信頼性や安全性と同様に製品の環境品質の向上に努めています。

環境配慮型製品の充実
環境に配慮した製品づくりを推進するため、適宜グリーン調達基準書を改訂するとともに、
サプライヤーへの協力依頼とサポートを実施しています。

グリーン調達の実現

2007年度は、電卓用プリンタ（PA600）を対象にLCA

を実施しました。シチズン・システムズがプリンタ類を対象

にLCAを実施するのはこれが初めてです。

下記のグラフは、プリンタが製造されてから廃棄される

までの各ステージにおいて、環境に与える負荷を地球温暖

化の観点から算出したデータです。

分析結果から、プリンタ使用時に排出するCO2量が総排

出量の93％を占めることがわかりました。今後の新製品開

発では、「使用時の消費電力が小さい製品づくり」をテーマ

に掲げ、環境負荷低減に貢献していきます。

シチズン・システムズ事例紹介

電卓用プリンタのLCA実施結果

現在、工作機械は、EUのRoHS指令および中国版

RoHSともに規制対象外とされていますが、シチズンマシ

ナリーでは、環境経営を重視するシチズングループの一員

として、規制対象であるか否かに関わらず自主的に規制対

象物質を全廃すべく、2007年度からその準備を開始しま

した。

2008年度に発売す

る新製品から、全機種

RoHS指令対応としてい

きます。

シチズンマシナリー事例紹介

工作機械でも先んじてRoHSに対応

シチズングループの時計製品はすべてRoHS指令に対応

済みですが、現在も継続的に調達材料をチェックし続けてい

ます。

たとえば、時計の文字盤に使用される赤・橙・黄・緑などの

塗料やパーツ用の有色プラスチックには、かつて、発色を良

くするために微量の鉛やカドミウムが含まれていました。

これらについて、国内生産分の材料切り替えはすべて完

了していますが、海外から調達する材料ではより慎重な対

応が求められます。そこでシチズン時計では、このような文

字盤や部品などを「ハイリスク部品」と定めて、材料の受け

入れ段階で確実に不使用であることを確認する検証手順を

確立するなどの重点管理を開始しています。

シチズン時計事例紹介

ハイリスク部品を定めて重点管理

電卓用プリンタ（PA600）

CNC自動旋盤シンコムA32

「エコプロダクツ2007」に出展

シチズングループ13社は、2007年12月に行われた環境イ

ベント「エコプロダクツ2007」に共同で出展しました。展示で

は、各社製品を並べるだけでは全体像が見えづらいというこ

れまでの反省点から、「小さいは、エコになる。」をテーマに掲

げ、シチズンが得意とする製品の小型化・省電力化技術が環境

負荷の低減やCO2削減に結びついていることをイラストを使 エコプロダクツ2007

環境配慮型製品の例

エコ・ドライブ電波時計
光発電により電池交換不要、電波
受信機能により時刻合わせ不要の
200m防水ダイバーズウオッチ

歩数計
3D 加速度センサー付としては
業界最薄の多機能歩数計

い、ストーリー性をもたせて表

現しました。さらに、グループの

CO2排出量などの環境パフォー

マンスデータをパネル展示し、

わかりやすくアピールしました。

※100万行を印字することを想定。廃棄ステージは埋め立てとして評価

WEB

環境配慮型製品の実現
シチズンエコラベル基準
http://www.citizen.co.jp/social/kankyo/ecolabel.html

LCAへの取り組み 環境規制への対応
WEB

グリーン調達の推進
製品での取り組み（グリーン調達）
http://www.citizen.co.jp/social/kankyo/green.html

環境とシチズン 環境とシチズン
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